
３．割り込みハンドラ
〔freeRTOSを解析する〕
２０２０年９月１２日

■割り込みハンドラ

　TIM1の割り込みハンドラがどんな状態で飛んでくるか、ブレークをかけて調べてみる。

　BASEPRI、PRIMASK、FAULMASKは全てゼロで、例外は何も禁止されていないことが分かる。
　CONTROLの下位 2ビットが 0で、特権レベル、メインスタックで動作していることが分かる。
　IPSRは 41で、例外番号 41の例外処理中であることが分かる。

■osSignalSet
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